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出没注意！出没注意！

ク　マ

今年は クマが大量 出没の恐れ！
今年は クマが大量 出没の恐れ！

区分 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
（9月30日時点）

出没情報 8件 12件 239件 182件 48件 35件 45件

人身被害 0件 0件 5件 3件 0件 0件 0件

　
県
で
は
、
平
成
17
年
よ
り
秋
期
の
ク
マ

の
大
量
出
没
の
発
生
を
予
測
す
る
た
め
、

ク
マ
の
主
な
エ
サ
と
考
え
ら
れ
る
ド
ン
グ

リ
類
（
ブ
ナ
科
の
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ

ナ
ラ
）
の
実
り
具
合
を
調
査
し
て
お
り
、

今
年
は
「
ブ
ナ
が
凶
作
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ

ナ
ラ
が
不
作
」と
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
実
り
具
合
は
、
こ
れ
ま
で
に
ク

マ
が
大
量
出
没
し
た
年
（
平
成
18
年
、
22

年
、
26
年
、
令
和
元
年
、
2
年
）
と
比
較

し
て
、
同
程
度
か
そ
れ
以
下
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
年
の
秋
は
県
全
域
で
ク
マ
が

里
へ
大
量
出
没
す
る
可
能
性
が
高
い
と

判
断
し
ま
し
た
。

ド
ン
グ
リ
不
作
で

　
　
　
　
大
量
出
没
の
恐
れ

　

ク
マ
の
活
動
が
活
発
に
な
る
９
～
12

月
上
旬
に
か
け
て
、
集
落
周
辺
の
里
山
に

生
息
し
て
い
る
ク
マ
だ
け
で
は
な
く
、
奥

山
に
生
息
す
る
ク
マ
も
、
食
物
を
求
め
て

集
落
に
大
量
に
出
没
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

警
戒
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
出
没
情
報
に
注
意
を
払
う

と
と
も
に
、
集
落
へ
ク
マ
を
引
き
よ
せ
な

い
よ
う
集
落
内
の
カ
キ
や
ク
リ
の
管
理
、

生
ご
み
や
農
作
物
残
渣
の
撤
去
な
ど
の

対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

不 作・凶 作不 作・凶 作
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今年は クマが大量 出没の恐れ！
今年は クマが大量 出没の恐れ！注 意

クマの餌が実るところには行かない

頻繁に物音や声を出す

単独でのウォーキング（散歩）
やジョキングを控える

・�ドングリやクリ、ヤマブドウが
実る山や林、集落のなかでもカ
キの木がある場所は注意する

・�鈴、笛、ラジオなどを鳴
らすか、大きめの声で話
しながら行動する

視界の悪いときや、見通しの悪い場所に入らない
・クマは、早朝、夕方ばかりでなく、日中でも出没する
・霧などで視界の悪いときは行動を避ける
・見通しの悪い林などには行かない
クマに人の存在を知らせてから外に出る

・�家の周りにクマがいる場合があるので、家
から外に出るときは、鈴や笛、大声などで
人の存在を知らせる。

人家のまわりの果樹は早めに収穫・伐採する
・カキやクリは早めに収穫する
・�収穫できない果樹は伐採するか、枝
を落として低くするなど管理する
・伐採や剪定する場合は補助金あり

　処分するカキの実が大量にある場
合は、市役所南側駐車場にごみ収集
車を配置して受け入れしますのでご
利用ください。

ごみ収集車配置期間
時10月31日㈫まで
午前8時30分～午後5時

補助金HP

家のまわりにクマの餌になるものを放置しない

刈り払いなどにより集落周辺から
� クマの潜み場をなくす 詳細はこちら 緊急メールの

登録はこちら
LINEの登録は

こちら

とにかく騒がずゆっくり後ずさり！
　背中を見せて走って逃げ
てはいけません！子グマで
あっても絶対近づかない。

攻撃が避けられないときは急所を守る！

地面に伏せ、両手やリュックなどで首の
後ろをガードして頭と首を守る。

クマを目撃したら市役所または警察署へ
　いただいた情報は市の緊急メールや
LINEでお知らせします。情報提供・出没
情報の確認をお願いします。
問農林課（市役所１階） ☎88－8121
　勝山警察署 ☎88－0110

「クマと遭わない」ために！

「クマを引き寄せない」ために！ クマに遭ってしまったら！
「興奮しない・させない」
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2 0 2 3年  1 0月号

クマにご注意ください� 02

第1特集　ガイドと旅するジオパーク� 05

第2特集　中学校再編　～探究学習～� 08

HOT話題� 10

スマイルPick　Up！、JCHOコラム� 11

ふるさとを訪ねて、市からのお知らせ� 12

認定こども園・保育園の新規入園受付� 14

市からのお知らせ� 16

市民の広場� 19

人口の動き　９月末現在（前月比）
総人口� 21,530人（－28）
世帯数� 7,915世帯
男性� 10,273人（－15）
女性� 11,257人（－13）
出生� 4人
死亡� 24人
転入� 23人
転出� 31人

９月の交通事故　（前年比）

事故� 25件（－8）
死者� 0人（±0）
負傷者� 2人（＋2）

10月の納税

（市・県民税(3期)）
納期限� 10月31日
口座振替� 10月26日

目次

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報

旧

今 月 の 表 紙

『広報かつやま』では表紙や記事に登場するモデルを

募集しています。応募方法や条件は、こちらをご覧

ください。

Cover m
odel

『 新そばが待ち遠しいです。  』

藤
ふ じ た

田　夢
ゆ め み

見 さん　（写真奥）

  藤
ふ じ た

田　季
き よ

世 さん　（写真手前）
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第１特集第１特集第１特集

View from a
new perspective

ガイドと旅する
ジオパーク

案内人
福井県自然観察指導員
会長　多

た だ
田　雅

まさみつ
充　さん

案内人
福井　食の魅力まるっと伝え隊　
隊長　土

つ ち だ
田　未

み き こ
来子　さん

ガイドの方のお話は、私たちをこれまでと違った
世界へ導き、驚きや感動を与えてくれます。
今月は、ガイドの方の説明を一部ご紹介します。

ジオパークガイドの
申し込みはこちらから
お願いします。

案内人
勝山市ジオパークガイドの会

会長　山
やまぎし

岸　登
と み こ

美子　さん	 田
た な か

中　修
しゅうじ

二　さん

ガイドと旅する
ジオパーク

View from a
new perspective
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池ケ原湿原池ケ原湿原
岩屑なだれ堆積物が地すべりを起こしてできた湿原

　池ケ原湿原は約1.5haの面積があり、県
内に２つある大規模な湿原の一つです。1
歩足を踏み入れたとたん、湿原ならではの
希少な植物を見ることができます。池ケ原
湿原の特徴は、ミズチドリやカキラン、ト
キソウなどラン科の花が多いことです。
　また、オオミズゴケのじゅうたんの中に

は、食虫植物のモウセン
ゴケも見ることができま
す。

レンゲツツジ（見頃は５月～６月）

村岡山村岡山
大地の隆起や川による浸食などでできた

「勝山」由来の地形　村岡山は、来年合戦から450年を迎える古戦場
です。戦国時代に大きな勢力を築いていた平泉寺

との対立で、村岡山に山城を築い
た一揆勢が勝利を納めたことから
「勝ち山」と呼ばれるようになりま
した。これが、勝山市の名前の由
来となっています。

山城の跡

　 湿原の魅力を学び守る

　5月から9月にかけて様々な花が咲
きます。見頃は多くの花が咲く7月
です！
　自然観察会に参加すると、自然観
察指導員から花の名前やその由来、
形などの特徴について、教えてもら
うことができます。じっくり観察す
ることで、きっと新しい気づきに出
会えることでしょう。

貴重な湿地植物のミズチドリ
（見頃は６～７月）

平泉寺小学校では、湿原での
自然観察会をとおして、湿原
の大切さを学び、ヨシ刈りな
どの保全活動も行っています。

　一年を通して、市街の風景と山城ならで
はの遺構を楽しめます。特に、3月下旬か
ら4月下旬にかけては山城の遺構が確認し
やすいだけでなく、桜と残雪が輝く山々の
風景が美しいので、ハイキングにおすすめ
です。

山頂からの景色（ドローン撮影）

地域に愛される村岡山
村岡山は、「まちづくり・
むろこの会」をはじめ地元
の皆さんが定期的に整備
をすすめ、大切に守られ
ています。
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北谷町谷区北谷町谷区
自然と歴史、それに関わる人間の営みを感じる

特集　ガイドと旅するジオパーク特集　ガイドと旅するジオパーク

　谷区の魅力を語る上で外せないのがブナ林
です。このブナ林はなだれ
の発生を防いだり、勢いを
弱めたりするための保安林
として、谷区の人に大切に
守られてきました。
　今は保安林としての役割
だけでなく、新緑や紅葉、
四季折々の林床の草花は訪
れた人の目を楽しませてい
ます。

　伊良神社のある場
所は、戦国時代に谷
城が築かれ一向一揆
の拠点でした。その
周辺には過去に使わ
れていた石畳道があ
り、当時の生活の様
子をしのばせます。
　また、石畳道を通って5分ほど歩く
と不動滝に行くことができます。昨年
８月の大雨の影響でそれ以前とは様子
が変わりましたが、そこも含めて地球
の活動をダイナミックに感じることが
できます。

　勝山市は九頭竜川や白山など自然の恵みを受け
ながらまちづくりが進められてきました。地形的
な視点から歴史や文化、食べ物を知るとこれまで

と違った景色が見えてきます。
　また、なぜ坂の名前が「おたね坂」
なのか？などその由来などをご紹介
しながら楽しくガイドを行っていま
す。

受け継がれる勝山左義長
300年以上の歴史を誇る勝
山左義長は、櫓を持つ地域
の方や勝山左義長ばやし保
存会の方を中心に伝統が継
承されています。

伏流水（地下に浸透した水）が
湧き出る大清水

恐竜時代の地層（手取層群）の
岩肌を流れ落ちる不動滝

黄葉の谷のブナ林（11月上旬）

　勝山のまちなかには、七里壁が
あります。ただの石垣としか見ら
れないこともありますが、どのよ
うにできて、どのようにまちづく
りに生かされてきたかという視点
でみると、新しい気づきがあり面
白味がでてくると思います！

七里壁

河川の浸食と堆積、土地の隆起や気候変動が
くりかえされ形成された河岸段丘

まちなかまちなか

受け継がれる伝統行事
谷地区では、「はやし込み
行列（8月15日）」や「お面さ
んまつり（2月中旬）」と
いった伝統行事が今も受
け継がれています。
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新
し
い
中
学
校
の
校
名
を
、
７
月
21

日
～
９
月
15
日
の
期
間
、
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
８
８
５
件
３
７
６
種
類
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

「
恐
竜
」「
勝
竜
」「
ダ
イ
ナ
ソ
ー
」

◉��

勝
山
と
い
え
ば
恐
竜
。
恐
竜
の
よ
う

に
い
つ
ま
で
も
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら

�

（
市
民　
40
代
）

◉��

勝
山
は
恐
竜
が
有
名
な
の
で
、
勝
山

は
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
だ
と
分
か
る

校
名
だ
し
、
恐
竜
好
き
が
た
く
さ
ん

勝
山
に
き
て
、
こ
の
中
学
校
に
き
て

く
れ
る
と
勝
山
に
も
活
気
が
で
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
へ
の
誇
り
も
持
て
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た

�

（
園
児
・
児
童
・
生
徒　
10
代
）

「
成
器
」「
勝
山
成
器
」

◉��

歴
史
、
伝
統
あ
る
名
前
で
勝
山
が
１

つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
を
期
待

�

（
市
民　
60
代
）

◉�「
成
器
」
に
は
“
人
が
物
に
な
る
”す
な

わ
ち
有
用
な
人
物
に
な
る
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た

ち
が
様
々
な
環
境
の
中
、
自
分
を
信

じ
周
囲
の
人
・
環
境
を
上
手
に
適
応

さ
せ
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
る
た
め�

（
市
民　
60
代
）

「
勝
山
」「
か
つ
や
ま
」

◉�

学
校
像
と
し
て
、
勝
山
の
誇
り
や
愛

着
を
育
む
学
校
と
あ
っ
た
の
で
そ
の

勝
山
の
中
心
の
学
校
に
な
っ
て
欲
し

い
か
ら

�

（
園
児
・
児
童
・
生
徒　
10
代
）

◉��
勝
山
高
校
と
連
携
す
る
中
学
校
と
し

て
名
前
を
統
一
し
勝
山
市
を
代
表
す

る
中
学
校
と
し
て
勝
山
を
つ
け
た
方

が
い
い
と
思
う
の
で
�

（
保
護
者　
40
代
）

「
み
ら
い
」「
希
望
」

◉��

未
来
に
向
か
っ
て
可
能
性
を
伸
ば
し

て
ほ
し
い�

（
市
民　
10
歳
未
満
）

◉��

将
来
の
夢
が
叶
う
た
め
に
頑
張
る
と

い
う
思
い

�

（
園
児
・
児
童
・
生
徒　
10
代
）

「
中
央
」「
総
合
」　

◉�

勝
山
に
１
校
し
か
な
い
た
め
、
中
心

地
（
中
央
）
と
し
て
こ
こ
か
ら
発
信
し

て
い
く
、
そ
の
文
化
も
継
続
し
て
い

け
る
よ
う
な
学
校
に
し
た
い

�

（
教
職
員　
20
代
）

◉�

勝
山
の
中
学
校
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
。

子
供
達
の
希
望
や
夢
を
持
て
る
場
所

が
ま
と
ま
っ
た
と
い
う
意
味
か
ら

�

（
市
民　
30
代
）

「
桜
」「
桜
花
」「
勝
山
さ
く
ら
」

◉��

長
山
に
整
備
さ
れ
る
桜
の
も
と
で
楽

し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
の

で�

（
市
民　
80
代
）

◉�

桜
の
花
言
葉
「
精
神
美
」。
心
が
美
し

く
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
た
か
ら

�

（
園
児
・
児
童
・
生
徒　
10
代
）

新中学校の校名
たくさんのご応募
ありがとうございました

今
後
の
予
定

　

再
編
準
備
委
員
会
の
学
校
運
営
部

会
で
応
募
の
あ
っ
た
校
名
を
10
程
度

に
絞
り
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る
投
票

を
行
い
ま
す
。

全ての校名と
校名に込めた
想いなどは市
ホームページ
で公開中

応
募
の
あ
っ
た
校
名
を

応
募
の
あ
っ
た
校
名
を

一
部
ご
紹
介
し
ま
す

一
部
ご
紹
介
し
ま
す

応
募
の
あ
っ
た
校
名
を

一
部
ご
紹
介
し
ま
す

第２特集第２特集
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第２特集　中学校再編　～校名応募結果と探究学習～

新
中
学
校

新
中
学
校
で
は
で
は
中
高
中
高
がが
連
携
連
携
し
た
し
た
探
究
学
習

探
究
学
習
をを
推
進
推
進
し
ま
す

し
ま
す

「
探
究
」カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

「
探
究
」カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

勝
山
高
校
と
共
同
で
開
発

勝
山
高
校
と
共
同
で
開
発

　

令
和
９
年
度
の
新
中
学
校
開
校
を
見

据
え
、
市
内
中
学
校
と
勝
山
高
校
の
校

長
、
担
当
者
な
ど
が
参
加
す
る
、
中
高

連
携
探
究
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会

を
10
月
５
日
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
、
中
学
校
と
高
校
が
連
携
し
て
、

探
究
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
系
統

的
な
指
導
・
支
援
を
め
ざ
し
ま
す
。

「
探
究
」
っ
て

「
探
究
」
っ
て

ど
ん
な
勉
強
？

ど
ん
な
勉
強
？

　
「
探
究
」
は
、
自
分
の
興
味
や
疑
問
か

ら
テ
ー
マ
を
決
め
、
情
報
を
集
め
て
調

べ
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
学
習

で
す
。
発
表
か
ら
新
た
な
疑
問
が
生
ま

れ
、
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
に
な
る
た
め
、

単
な
る
知
識
だ
け
で
な
く
、
深
く
理
解

す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
自
己
の
成
長
を
実
感
し
や

す
く
、
や
る
気
を
高
め
、
学
力
向
上
に

つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
受
け

身
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
進
ん
で
学
ぶ

楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
「
探
究
」
の
基

本
で
す
。

な
ぜ
今

な
ぜ
今

「
探
究
」な
の
？

「
探
究
」な
の
？

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
A
I
な
ど
の
新

し
い
技
術
や
国
際
的
な
つ
な
が
り
が
増

え
、
激
し
い
変
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
課
題
に
対
し
て
情
報
を

収
集
・
分
析
し
、
地
域
や
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
自
分
な
り
の
解

決
策
を
見
つ
け
る
「
探
究
」
の
ス
キ
ル
が

重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
今

「
探
究
」な
の
？

「
探
究
」
っ
て

ど
ん
な
勉
強
？

こ
ん
な「
探
究
」を
や
っ
て
ま
す

こ
ん
な「
探
究
」を
や
っ
て
ま
す

《
平
泉
寺
小
学
校
》

　

池
ケ
原
湿
原
の
保
全
活
動
で
刈
り

取
っ
た
ヨ
シ
の
有
効
活
用
が
テ
ー
マ
。

　

伝
統
的
な
よ・
・
・
し
ず
づ
く
り
か
ら
、
ヨ

シ
を
使
っ
た
ス
ト
ロ
ー
づ
く
り
へ
。
次

の
課
題
は
、
活
動
の
輪
を
広
め
る
こ
と
。

地
域
の
方
々

へ
の
啓
発
活

動
も
展
開
中

で
す
。

《
勝
山
中
部
中
学
校
》

　

こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
勝
山
の
魅
力

を
県
外
の
人
に
発
信
す
る
こ
と
が
３
年

生
の
テ
ー
マ
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
勝
山
の
魅
力
を
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
、
修
学
旅
行
先

で
発
信
。
Q
R
コ
ー
ド
を
つ
け
た
こ
と

に
よ
り
、
全
国
各
地
の
方
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
も
ら
い
手
ご
た
え
を
実
感
し
ま
し

た
。
次
の
課
題
は
、

北
陸
新
幹
線
福
井
・

敦
賀
開
業
と
結
び

つ
け
た
効
果
的
な

ア
ピ
ー
ル
で
す
。

《
勝
山
高
校
》

　

全
校
生
が
個
人
テ
ー
マ
を
決
め
探
究

活
動
を
進
行
中
。
探
究
特
進
科
２
年
の

横
山
結
香
さ
ん
の
テ
ー
マ
は
「
生
成
A
I

の
活
用
法
を
探
る
」。

　

地
元
企
業
と
連
携
し
て
A
I
で
ポ
ッ

プ
な
デ
ザ
イ
ン
の
ス
カ
ー
フ
を
作
成
し
、

商
品
化
し
ま
し
た
。
今
後
は
A
I
の
活

用
方
法
の
研
究
を
進
め
、
A
I
制
作
の

作
品
展
も

や
っ
て
み
た

い
と
の
こ
と

で
す
。

地域に根差した探究学習を行う中で、
高校の探究学習に触れながら、視野を
拡げ、探究スキルを向上します

中学校で行った地域に根差した探究活
動から、視野を広げたり、焦点を絞っ
たりして新たな探究学習を行います

中高6年間の探究カリキュラム
高　校 中学校

スムーズな接続

「
探
究
」カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

勝
山
高
校
と
共
同
で
開
発

ヨシストローで
環境もヨシ！

こ
ん
な「
探
究
」を
や
っ
て
ま
す

AIで生成した画像

パンフレットを手渡し
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　認知症に関する講話や情報交換を行う認知症
cafeなど認知症への不安を取り除くためのイベ
ントが開催され、認知症への理解を深めました。

認知症をにんちしよう
■9月9日　すこやか

　市内各所にあるジオサイトを歩いて巡る‟わく
わく週末ジオウォーキング”が開催され、ガイドの
解説に耳を傾けながら秋のまちなかを歩きました。

ジオツアー × ウォーキング
■9月30日　勝山駅・まちなかコース

　恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク啓発助成事業
を活用して、丸山工務店の店舗壁面に新しい恐
竜看板が設置されました。

　北郷町と上志比地区を結ぶ小舟渡橋が完成し
て100周年を迎えたことを記念し、地元の皆さ
んが協力してイベントを開催しました。

新しい恐竜の名所が完成
■郡町3丁目　有限会社丸山工務店

祝　小舟渡橋100周年
■10月1日　小舟渡橋

　勝山の先人たちが使った「石」をテーマに、考
古学と地球科学の視点から石の特徴や地域性を
紹介するフォーラムが開催されました。

ジオパークフォーラム「石が語るかつやま」
■9月2日　まほろば

　秋晴れの中、勝山市内駅伝競走大会が開催さ
れ、全長36kmのコースを力走する9地区の選
手たちに沿道から多くの声援が送られました。

市内駅伝　村岡町が３連覇
■9月24日　勝山市内一円
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秋
た
け
な
わ
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
私
は「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
」
と
申
し
ま
し
て
、
こ
れ
を

機
会
に
、
勝
山
市
民
の
皆
さ
ま
に
ひ
と

こ
と
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
の
仲
間
で
、
た
ち
の
悪
い
も
の
は

人
間
の
女
性
に
子
宮
頸
が
ん
を
起
こ
し

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
セ
ッ
ク
ス
で
人
か

ら
人
へ
感
染
し
ま
す
の
で
、
若
い
人
々

が
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
な

の
で
若
い
人
が
よ
く
が
ん
に
な
り
ま
す
。

　

が
ん
に
な
る
と
、
日
本
で
は
年
間
約

2
8
0
0
人
が
命
を
落
と
し
ま
す
が
、

そ
こ
ま
で
い
か
な
く
て
も
子
宮
の
全
部

や
一
部
を
摘
出
す
る
手
術
を
受
け
た
り

し
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
子
ど
も

が
産
め
な
い
と
か
、
流
産
し
や
す
い
と

い
っ
た
人
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

た
だ
最
近
、
気
に
な
る
動
き
が
あ
り

ま
す
。
人
類
が
わ
れ
ら（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
）
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
開

発
し
、
接
種
し
だ
し
た
の
で
す
。

　

日
本
で
は
小
学
校
6
年
生
か
ら
高
校

1
年
生
の
女
子
へ
の
定
期
接
種
の
ほ
か
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と
称
し
て
、
平
成
9

年
度
か
ら
平
成
17
年
度
に
生
ま
れ
た
女

性
に
も
自
己
負
担
な
し
で
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
て
お
り
、
わ
れ
ら
の
大
き
な
脅

威
と
な
っ
て
い
ま
す（
自
己
負
担
な
し
で

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き
る
の
は
あ
と
1

年
ち
ょ
っ
と
）。

　

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
を
打
た

な
い
こ
と
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
維
持・
繁
栄

に
つ
な
が
る
の
で
す
。�

敬
具

※�

特
に
打
つ
こ
と
が
で
き
な
い
ご
事
情

が
あ
る
方
を
除
い
て
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン（
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
）
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
私（
福
井
勝
山
総
合
病
院
倉
田

和
巳
）
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
会
社
と
の
利

益
相
反
状
態
は
あ
り
ま
せ
ん

拝啓　勝山市民の皆様へ
福井勝山総合病院
産婦人科部長
倉田　和巳

HPVワクチン
に関するQ&A

HPVワクチンに
関する全般的な
情報はこちら

スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　

今
年
の
6
月
、
大
正
時
代
の
鹿

谷
地
区
の
記
録
を
ま
と
め
た
資
料

「
鹿
谷
村
誌
」
を
発
刊
さ
れ
た
三
枝

さ
ん
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
以
降
、
勝
山

市
を
離
れ
て
い
た
三
枝
さ
ん
は
、
数

年
前
に
勝
山
市
に
帰
郷
し
、
勝
山

で
暮
ら
す
中
で
、
郷
土
の
歴
史
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
勝
山
市
史
を
は
じ
め
、

い
く
つ
か
の
村
史
な
ど
を
読
み
進

め
る
中
、
鹿
谷
地
区
の
資
料
が
な

い
こ
と
を
知
り
、
鹿
谷
地
区
の
歴

史
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
の
秋
、
鹿
谷

地
区
の
有
志
の
方
か
ら
大
正
11
年

当
時
に
鹿
谷
尋
常
高
等
小
学
校
の

先
生
た
ち
が
編
集
し
よ
う
と
取
り

組
ん
だ
未
完
成
の「
鹿
谷
村
史
」

の
下
書
き
の
コ
ピ
ー
を
譲
り
受

け
ま
し
た
。

　
「
昔
の
鹿
谷
地
区
の
地
勢
や

政
治
、
産
業
・
経
済
な
ど
が
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
歴

史
的
な
資
料
を
現
在
鹿
谷
地
区

に
住
む
若
い
人
た
ち
に
残
し
た

い
。
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
に
興

味
・
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」

と
の
思
い
で
、
コ
ピ
ー
を
編
集
し
、

半
年
ほ
ど
か
け
て
一
冊
の
本
に
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
1
0
0
年
前
の
様
子
が
分
か
る

貴
重
な
資
料
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
「
鹿
谷
村
史
」
は
、
市
内
の
ま
ち

づ
く
り
会
館
や
図
書
館
、
市
内
各

学
校
（
小
・
中
・
高
）
な
ど
で
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
次
の
世
代
へ

三
み え だ

枝　政
まさかつ

勝 さん（73）
＝鹿谷町発坂＝

写真や地図などが掲載され、
当時の様子がよく分かる
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9
月
定
例
市
議
会
が
9
月
12
日
～
29

日
の
18
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
水
上
市
長
は
、
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で​

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

防
災
対
策
、
新
種
恐
竜
化
石
お
よ
び
恐
竜

を
生
か
し
た
観
光
の

動
向
、
新
中
学
校
の

建
設
、
開
校
に
向
け

た
進
捗
状
況
な
ど
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

令
和
5
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
大
雨
災
害
に
対
す
る
復

旧
事
業
、
燃
料
・
物
価
高
騰
に
対
す
る
支

援
、
社
会
福
祉
施
設
の
改
築
お
よ
び
改
修

工
事
に
対
す
る
助
成
な
ど
で
、
11
億

7
0
0
0
万
4
千
円
を
増
額
し
、
総
額
は

1
4
1
億
9
6
8
7
万
9
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

◆
条
例（
一
部
改
正
・
制
定
）

◦
勝
山
市
都
市
公
園
条
例（
一
部
改
正
）

◦�

猪
野
瀬
ま
ち
づ
く
り
会
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

◦�

火
災
予
防
条
例（
一
部
改
正
）

◦�

勝
山
市
火
災
予
防
条
例（
一
部
改
正
）

◦�

勝
山
市
都
市
計
画
審
議
会
条
例
（
一
部

改
正
）

◆
そ
の
他

　

令
和
5
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
10
議
案
が
可

決
、
3
議
案
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

諮
問
1
件
が
異
議
な
し
、
陳
情
4
件
の
う

ち
1
件
が
採
択
、
2
件
が
不
採
択
、
1
件

が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◆
委
員
の
選
任
・
任
命

　
公
平
委
員
会
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
議
会
　
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

�

問
議
会
事
務
局（
市
役
所
3
階
）☎
88
‐
8
1
0
0

招集あいさつ
全文はこちら

北
谷
小
学
校

　

旧
北
谷
小
学
校
の
校
歌
碑
の
裏
面
に
、

「
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
勝
山
市
立
北

谷
小
学
校
が
一
二
〇
年
余
の
歴
史
の
幕
を

閉
じ
、
翌
年
四
月
、
私
立
か
つ
や
ま
子
ど

も
の
村
小
学
校
が
開
校
し
た
。」と
刻
ま
れ

て
い
る
。

　
北
谷
地
区
の
学
校
の
歴
史
を
た
ど
っ
て

い
く
と
、
山
間
部
の
た
め
分
教
場
が
多

か
っ
た
。
明
治
７
年（
1
8
7
4
）に
２
つ

の
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。栃
神
谷
区（
現

村
岡
町
）に
河
合
・
木
根
橋
・
小
原
・
中
尾
・

北
六
呂
師
の
６
区
で
、
渓
嶝と
う

小
学
校
が
設

立
さ
れ
た
。
木
根
橋（
河
合
含
む
）と
小
原

に
は
分
教
場
が
置
か
れ
た
。
同
じ
く
谷
区

に
谷
小
学
校
（
杉
山
・
中
野
俣
に
は
分
教

場
）が
設
立
さ
れ
た
。

　
明
治
19
年
、
木
根
橋
区
に
河
合
・
小
原

の
３
区
で
木
根
橋
小
学
校
が
置
か
れ
た

が
、
23
年
に
廃
校
と
な
り
、
河
合
に
木
根

橋
・
中
尾
・
北
六
呂
師
の
4
区
で
簡
易
科

河
合
小
学
校
が
置
か
れ
る
。
26
年
に
は
谷

小
学
校
を
合
併
し
北
谷
尋
常
小
学
校
と

な
っ
た
。
20
年
に
中
野
俣
と
2
区
で
杉
山

に
置
か
れ
た
杉
山
小
学
校
も
、
同
年
合
併

す
る
が
分
教
場
が
置
か
れ
た
。

　
明
治
23
年
小
原
に
は
独
立
の
学
校
が
設

け
ら
れ
昭
和
10
年
３
月
ま
で
存
続
し
、
４

月
か
ら
は
小
原
分
教
場
と
な
る
。戦
時
下
、

北
谷
村
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
、
戦
後　

昭
和
22
年
新
学
制
の
も
と
に
河
合
に
村
立

の
北
谷
小
学
校
、
北
谷
中
学
校
が
新
設
さ

れ
た
。
中
学
校
は
同
41
年
に
中
部
中
学
校

に
併
合
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
分
教
場
に
つ
い
て
は
以
下
の

よ
う
な
歴
史
を
た
ど
る
。
昭
和
24
年
に
小

原
に
冬
季
中
学
校
仮
分
校
が
、
26
年
に
中

野
俣
に
中
学
仮
分
校
が
、
同
年
、
杉
山
に

冬
季
中
学
仮
分
校
が
設
け
ら
れ
た
。
し
か

し
中
野
俣
は
40
年
、
小
原
は
平
成
５
年

（
1
9
9
3
）、杉
山
は
同
９
年
閉
校
し
た
。

　
な
お
、
昭
和
63
年
度
と
平
成
元
年
度
２

ケ
年
、
北
谷

小
学
校
は
、

文
部
省
の
へ

き
ち
教
育
研

究
指
定
を
受

け
て
い
る
。

ふるさとを訪ねて
～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」

�

市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造 57昭和34年の小原校
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成
年
後
見
制
度
っ
て
な
に
？

　
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
っ
て
、
ひ
と
り
で
決
め
る
こ
と

に
不
安
や
心
配
の
あ
る
人
は
、
日
々
の
生

活
の
中
で
様
々
な
こ
と
に
支
障
が
出
て

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
を
保
護
し
、
支
援
す
る
の
が
成
年
後
見

制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、「
財
産
の
管
理
」、
医

療
や
介
護
な
ど
に
つ
な
げ
る
「
生
活
の
支

援
」の
分
野
か
ら
支
援
し
ま
す
。

財
産
の
管
理
の
ケ
ー
ス

〇
預
貯
金
や
不
動
産
な
ど
の
財
産
管
理

〇�

税
金
や
保
険
料
、
公
共
料
金
、
介
護
費

用
な
ど
の
支
払

〇�

遺
産
相
続
の
話
し
合
い
へ
本
人
の
代

理
で
参
加

〇
不
利
益
な
契
約
の
取
消

生
活
の
支
援
の
ケ
ー
ス

〇
適
切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
の
手
配

〇
要
介
護
認
定
の
申
請

〇
介
護
、
障
害
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約

〇
住
む
場
所
を
決
め
る
た
め
の
契
約

成
年
後
見
制
度
の
種
類

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、「
法
定
後
見
制

度
」と「
任
意
後
見
制
度
」の
２
つ
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　

本
人
や
親
族
な
ど
の
申
立
て
に
よ
っ

て
家
庭
裁
判
所
で
選
ば
れ
た
成
年
後
見

人
な
ど
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
「
後
見
」

「
保
佐
」「
補
助
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

任
意
後
見
制
度

　
元
気
な
う
ち
に
、
将
来
に
備
え
て
、
あ

ら
か
じ
め
契
約
な
ど
で
代
理
人
を
選
ん

で
お
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
た
時
に

家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を
す
る
と
支
援

を
開
始
し
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
し
く
み
や

概
要
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

【
高
齢
者
の
方
】

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
や
す
ら
ぎ
」　
（
す
こ
や
か
内
）

　
☎
87
‐
０
９
０
０

【
障
が
い
の
あ
る
方
】

　
福
祉
課　
（
す
こ
や
か
内
）

　
☎
87
‐
０
7
7
7

【
法
人
に
よ
る
後
見
事
業
所
】

　
勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
「
さ
さ
え
愛
」　
（
す
こ
や
か
内
）

　
☎
88
‐
１
1
7
7

専
門
的
な
相
談
は

ふ
く
い
嶺
北
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
へ

（
相
談
無
料
）

　
勝
山
市
、
福
井
市
、
鯖
江
市
、
永
平
寺

町
、
池
田
町
、
南
越
前
町
、
越
前
町
の
７

市
町
が
共
同
で
設
置
し
た
「
ふ
く
い
嶺
北

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
（
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
プ
ラ
ザ
内
）」で
は
、
制
度
の
利
用
促
進

の
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
相
談
対
応
の
ほ

か
、
制
度
等
の
普
及
啓
発
、
市
民
後
見
人

の
養
成
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

面
談
・
出
張
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必

要
で
す

電　
話 

０
７
７
６
‐
28
‐
3
7
7
5

F
A
X 

０
７
７
６
‐
28
‐
3
7
7
6

い
ざ
と
い
う
時
の
強
い
味
方「
成
年
後
見
制
度
」

�

問
健
康
体
育
課（
す
こ
や
か
内
）☎
87
‐
0
9
0
0

　本人や配偶者、四親等内の親族などが申立て
を行います。※身寄りがいない、または音信不
通の場合には、市長申立てを行うことができま
す。
家庭裁判所へ申立て

本人の住所地を管轄する家庭裁判所
（勝山市の場合は福井家庭裁判所）

審判（成年後見人等の決定）
家庭裁判所の調査官等による聞き取
りや調査が行われ、成年後見人にな
る人を選任

後見の開始
審判の内容が登記され、開始
※親族以外の後見人等の場合、報酬
が必要

申立て後、約２～３ヵ月で支援が開始されます。

成年後見制度利用までの流れ
（法定後見制度）

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n
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認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園

令
和
6
年
度
新
規
入
園
を
受
け
付
け
ま
す

令和6年 4月 1日現在の

お子さんの年齢は？

・しろきこども園

・きたこども園

・上野こども園

・ケイテーこども園

・中央こども園

・まつぶんこども園

・南こども園
・しろきこども園
・きたこども園
・上野こども園
・ケイテーこども園
・中央こども園
・まつぶんこども園
・南こども園
・鹿谷保育園

・鹿谷保育園

・北郷わしのこ保育園

・鹿谷保育園

・北郷わしのこ保育園

・しろきこども園

・きたこども園

・上野こども園

・ケイテーこども園

・中央こども園

・まつぶんこども園

・南こども園

・しろきこども園

・きたこども園

・上野こども園

・ケイテーこども園

・中央こども園

・まつぶんこども園

・南こども園

「保育を必要とする事由」に該当とは？

　父母ともに次のいずれかに該当することが必要です。
□月48時間以上の就労
□妊娠・出産
□保護者の疾病・障害
□親族の介護・看護
□災害復旧
□継続的な求職活動
□就学

□職業訓練
□虐待やDVのおそれがあること
□ �満1歳までの子どもの育児のため、兄姉が
保育園を利用する必要があること

□ �育児休業取得中にすでに保育を利用してい
る子どもがいて継続利用が必要であること

利
用
で
き
る
施
設
を
知
ろ
う

市からのお知らせI n fo r m a t i o n
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区分 名称 運営 所在地 電話
定員 開園

時間
対象
年齢1号 2・3号

認
定
こ
ど
も
園

しろきこども園

私
立

芳野町2丁目3-19 88-3213 10 120

※1

0～ 5歳

きたこども園 沢町2丁目3-22 88-1557 5 55

上野こども園 荒土町別所33-58-1 89-2022 10 60

ケイテーこども園 元町1丁目8-17 87-1857 6 80

中央こども園 栄町2丁目7-6 88-0872 6 60

まつぶんこども園 旭町1丁目1-56 69-1111 6 90

南こども園 元町2丁目7-28 88-0850 6 70

保
育
園

鹿谷保育園
私
立

鹿谷町保田99-31-2 89-2211 - 60
0 ～ 5歳

北郷わしのこ保育園 北郷町東野28-45 89-3433 - 60

認
定
こ
ど
も
園�

（
1
号
認
定
）

対�　
象
▼
「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
」

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
教
育
を
希
望
す

る
子
ど
も
（
平
成
30
年
4
月
2
日
～
令

和
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

�

（
2
・
3
号
認
定
）

対�　
象
▼
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
家

庭
で
保
育
が
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も

（
令
和
6
年
4
月
1
日
現
在
、
生
後
8

週
以
上
）

受
付
期
間

　

�

11
月
1
日
㈬
～
30
日
㈭ 

午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分

※
土
日
祝
日
を
除
く

申
込
書
の
提
出
場
所

　
こ
ど
も
課

公
立
幼
稚
園
は

令
和
８
年
３
月
末
に
廃
園

　
こ
れ
ま
で
、
成
器
南
幼
稚
園
の
廃
園
を

令
和
７
年
３
月
末
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

１
年
延
長
し
、
現
在
の
園
児
全
て
が
卒
園

す
る
令
和
８
年
３
月
末
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
以
降
の
新
規
入
園

の
募
集
は
し
ま
せ
ん
。

公
立
保
育
園
は

令
和
6
年
３
月
末
に
廃
園

　

野
向
保
育
園
お
よ
び
平
泉
寺
保
育
園

は
、
方
針
通
り
令
和
６
年
３
月
末
を
も
っ

て
廃
園
と
し
ま
す
。

今
後
の
幼
児
教
育
・
保
育

　

今
後
の
幼
児
教
育
・
保
育
に
つ
い
て

は
、
勝
山
市
全
体
の
質
の
高
い
幼
児
教

育
・
保
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
幼
児
教

育
と
小
学
校
教
育
の
連
携
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

問 �

こ
ど
も
課（
教
育
会
館
２
階
）�

�

☎
88
‐
8
7
7
1

　
認
定
区
分
や
申
込
用
紙
の
書
き
方
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
。（
申
込
不
要
）

と　
き
▼
10
月
25
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ
▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
※
不
参

加
で
も
入
園
手
続
き
は
可
能
で
す

申
・
問 �

こ
ど
も
課（
教
育
会
館
２
階
）�

�

☎
88
‐
8
7
7
1

申
し
込
み
方
法
・
申
し
込
み
先

公
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の

�

廃
園
に
つ
い
て

入
園
手
続
き
説
明
会

市
内
の
施
設
一
覧

○
中
央
こ
ど
も
園
で
は
休
日
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す

○
定
員
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※１　㈪～㈯　7:00～19:00（延長を含む）

申し込みの詳細や
申込書はこちら

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・
標
語
入
賞
者
の
ご
紹
介
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
中
学
生
の
部
】

金
賞
▼
髙
田
勇
豊（
勝
山
南
部
3
）

下�

水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　
伊
藤
颯
翼（
勝
山
南
部
1
）

銀�

賞
▼
熊
澤
柚
依
（
勝
山
南
部
3
）
熊
澤

直
希（
勝
山
南
部
1
）

銅�

賞
▼
石
川
陽
葵
（
勝
山
南
部
3
）
仲
村

駿
杜（
勝
山
南
部
3
）伊
藤
未
来（
勝
山

南
部
1
）橋
本
頼
夢（
勝
山
南
部
3
）

下
水
道
い
ろ
い
ろ

�

コ
ン
ク
ー
ル

【
小
学
生
の
部
】

金
賞
▼
中
村
奈
緒（
村
岡
6
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

藤
崎
真
莉
香（
三
室
6
）

銀�

賞
▼
壺
内
菜
々
子
（
村
岡
6
）
小
川
陽

雲（
村
岡
6
）

銅�

賞
▼
古
家
ひ
な
た
（
荒
土
6
）
松
原
悠

（
村
岡
6
）
牧
野
心
愛
（
成
器
南
4
）
井

中
悠
翔（
成
器
南
3
）

第
5 1
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

�

コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼
横
山
鉄
芯（
勝
山
南
部
2
）

※
市
防
火
啓
発
ポ
ス
タ
ー
に
採
用

藤
崎
若
菜
（
勝
山
南
部
3
）
山
内
茉
依

（
勝
山
北
部
1
）竹
内
寛
貴（
村
岡
6
）中

村
誠
吾（
平
泉
寺
5
）吉
田
慶
之
介（
村

岡
4
）島
田
咲
希（
成
器
南
3
）斎
藤
未
織

（
三
室
2
）山
内
飛
和（
鹿
谷
1
）

銀�

賞
▼
田
中
優
丞
（
勝
山
北
部
3
）
廣
田

真
里
菜（
勝
山
北
部
3
）中
村
優
里（
勝

山
南
部
2
）乾
百
花（
勝
山
南
部
2
）小

池
花
栞（
勝
山
南
部
1
）田
中
大
樹（
勝

山
北
部
1
）松
原
悠（
村
岡
6
）林
結
彩

（
成
器
南
6
）石
川
音
羽（
北
郷
5
）宇
野

奎
舟（
村
岡
5
）松
原
健（
村
岡
4
）山

内
青
依（
三
室
4
）中
谷
奏（
成
器
西
3
）

幅
田
琴
都（
成
器
西
3
）鈴
木
陽
葵（
荒

土
2
）堂
前
隼
斗（
荒
土
2
）中
村
涼
果

（
成
器
南
1
）笠
川
陽
太（
鹿
谷
1
）

銅�

賞
▼
田
中
譲
乃
真
（
勝
山
北
部
3
）
嶋

田
乙
歌（
勝
山
北
部
3
）中
村
颯
華（
勝

山
中
部
3
）日
谷
心
寧（
勝
山
南
部
2
）

竹
内
悠
翔
（
勝
山
南
部
2
）
山
口
天
音

（
勝
山
北
部
2
）山
内
里
美（
勝
山
北
部

1
）山
内
晃（
勝
山
北
部
1
）多
田
咲
月

（
勝
山
北
部
1
）
宇
佐
美
凱
士
（
鹿
谷

6
）橋
本
琳
奈（
成
器
南
6
）前
田
悠
貴

（
成
器
南
6
）
酒
井
菜
月
（
成
器
南
5
）

岡
村
奇
威（
成
器
南
5
）藤
木
陽
菜（
成

器
西
5
）濱
上
准
三（
成
器
西
4
）石
塚

梛
月
（
成
器
西
4
）
久
永
和
心
（
村
岡

4
）小
田
真
義（
成
器
西
3
）松
岡
歩
翔

（
鹿
谷
3
）土
谷
一
露（
成
器
南
3
）石
井

颯
花
（
荒
土
2
）
土
田
花
菜
子
（
荒
土

2
）
西
浦
志
綱
（
荒
土
2
）
石
田
悠
成

（
鹿
谷
1
）
岩
見
壮
真
（
鹿
谷
1
）
田
中

楽
生（
鹿
谷
1
）

第
4 0
回
防
火
標
語

金
賞
▼
松
原
悠（
村
岡
6
）

銀�

賞
▼
織
田
和
芭
（
芳
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
加
藤

聖
那（
片
瀬
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

火
事
防
ぐ

　
　

一
人
一
人
の　

心
が
け

銅�

賞
▼
手
塚
優
（
芳
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
笠
原
彩

羽（
成
器
南
6
）多
田
圭
希（
荒
土
6
）

たくさんのご応募
ありがとう

ございました
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

山
南
部
2
）

入�

選
▼
永
井
佑
奈（
勝
山
南
部
3
）笠
川
雪

乃
（
勝
山
北
部
2
）
袖
川
桜
（
勝
山
南
部

1
）
笠
松
優
翔
（
勝
山
南
部
1
）
多
田
梅

桃（
勝
山
中
部
1
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
長
尾
理
愛（
荒
土
6
）

優�
秀
賞
▼
山
内
青
依
（
三
室
4
）
中
村
奈

緒（
村
岡
6
）

入�

選
▼
前
川
天
虹
（
村
岡
6
）
前
川
梁
成

（
鹿
谷
5
）島
田
咲
希（
成
器
南
3
）

優
秀
賞
▼
伊
東
大
悟（
勝
山
南
部
3
）

酒
井
実
咲
（
勝
山
南
部
2
）
木
村
真
綾

（
勝
山
中
部
１
）長
尾
理
愛（
荒
土
6
）三

辻
結
月（
村
岡
5
）鳥
山
結
晴（
成
器
南

4
）米
村
茉
歩（
村
岡
3
）島
田
彩
羽（
村

岡
2
）大
谷
奏
太（
平
泉
寺
1
）

宝
く
じ
助
成
で
備
品
を
整
備

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
1
1
1
5

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
助
成
を
受
け
て
、
消
防
署
、
中

清
水
区
、
岩
ヶ
野
区
が
活
動
備
品
を
整
備

し
ま
し
た
。

防
災
ポ
ス
タ
ー

�

コ
ン
ク
ー
ル

男
女
共
同
参
画

�

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
牧
野
花
耶（
勝
山
北
部
2
）

優�

秀
賞
▼
髙
井
陽
愛
（
勝
山
南
部
1
）
下

川
侑
愛（
勝
山
北
部
1
）小
林
栞
奈（
勝

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語

【
ポ
ス
タ
ー
・
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
森
石
想
良（
勝
山
北
部
2
）

優�

秀
賞
▼
仲
谷
太
杜（
勝
山
北
部
1
）前
川

煌
成
（
勝
山
北
部
2
）
田
中
陽
丞
（
勝
山

北
部
3
）
嶋
田
悠
生
（
勝
山
南
部
1
）
藤

崎
由
暖
（
勝
山
南
部
1
）
竹
内
咲
葵
（
勝

山
中
部
３
）
伊
藤
志
修
（
勝
山
南
部
3
）

鳥
山
結
楠（
勝
山
南
部
3
）

【
ポ
ス
タ
ー
・
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
林
結
彩（
成
器
南
6
）

優�

秀
賞
▼
笹
島
花
歩
（
成
器
南
6
）
長
尾

理
愛（
荒
土
6
）

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語
】

最�

優
秀
賞
▼
廣
田
恭
乃
輔
（
勝
山
北
部

1
）

優�

秀
賞
▼
上
山
龍
星（
村
岡
6
）前
田
颯
生

（
村
岡
6
）岩
岡
直
希（
勝
山
北
部
1
）織

田
希
柚
（
勝
山
北
部
2
）
髙
野
疾
颯
（
勝

山
北
部
2
）
藤
崎
吏
睦
（
勝
山
北
部
3
）

島
田
渉
吾（
勝
山
北
部
3
）大
平
優
紀
乃

（
勝
山
中
部
2
）
吉
田
和
美
（
鹿
谷
6
）　

西
尾
幸
大
（
勝
山
北
部
3
）
久
保
透
真

（
勝
山
北
部
3
）

選
挙
の
日

行
く
の
と
呼
び
か
け 

二
刀
流

【岩ヶ野区】�エアコン・プロジェクター、スクリーン・保管庫など

【消防署】
� 少年消防クラブ訓練用
ダミー人形「アキモトくん」

【中清水区】�遊具
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「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が
送
付

さ
れ
ま
す

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
へ

　
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
（
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
で
電
子
送
付
を
希
望
し
、
登
録

さ
れ
た
方
を
除
く
）。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お

い
て
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
（
そ
の
年
の
1
月
1
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保

険
料
が
対
象
）

※�

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
方
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す

証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
時
期

（ �

令
和
５
年
10
月
下
旬
～
11
月
上
旬
）

令
和
５
年
10
月
２
日
ま
で
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

（ �

令
和
６
年
2
月
上
旬 

）

令
和
５
年
10
月
３
日
以
降
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

県
へ
の
要
望
活
動 （
9
月
14
日
実
施
）

�

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
1
1
1
5

「
福
井
県
立
大
学
恐
竜
学
部
生
向
け
賃
貸
共
同
住
宅
建
設
補

助
金
」の
お
知
ら
せ�

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
1
1
1
5

最重要要望（市が県に強く要望する内容）
①�かつやま恐竜の森（長尾山総合公園）
の今後の整備・運営について
②�一般国道１５７号勝山市～大野市間
の４車線化について
③�一級河川大蓮寺川河川改修事業の整
備促進等について
④�福井県立大学恐竜学部（仮称）と県内
恐竜関連施設の連携強化について
⑤�勝山市立中学校再編にかかる中高連
携の推進について
⑥�奥越二次医療圏の存続と
ＪＣＨＯ福井勝山総合病
院の医師確保について

※�重要要望も県へ提出しています

左から水上市長、杉本知事、田中県議

詳細はこちら

　
「
福
井
県
立
大
学
恐
竜
学
部
（
仮
称
）」

が
令
和
７
年
４
月
に
開
設
、
令
和
８
年
４

月
に
勝
山
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
ま
す
。

　

市
で
は
恐
竜
学
部
生
の
皆
さ
ん
が
市

内
で
住
む
た
め
の
、
民
間
ア
パ
ー
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
整
備
に
向
け
た
補
助
金
制

度
を
令
和
６
年
度
か
ら
開
始
す
る
予
定

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
建
設
を
お
考
え
の
個
人

お
よ
び
事
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
相

談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

補
助
金
概
要

　

恐
竜
学
部
生
が
居
住
す
る
た
め
の
賃

貸
集
合
住
宅（
新
築
）の
建
設
費
補
助

補
助
金
額

①
建
設
費
の
７
％
上
限 

50
万
円
／
部
屋

②�

居
住
誘
導
区
域
内
ま
た
は
都
市
機
能

誘
導
区
域
内
の
場
合
、
①
の
金
額
に
20

万
円
上
乗
せ

※�

補
助
金
は
完
成
時
と
学

生
入
居
時
に
分
け
て
支

払
い
ま
す

詳細はこちら
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

省略記号　時 –とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

お知らせ

プラスチック資源分別回収
各地区住民説明会

　令和6年度より、ごみの分別回
収スケジュールにプラスチック資
源が追加になります。
　そのため、各地区ごとに住民向
けの説明会を開催します。
午後7時から開催する説明会
10月18日㈬ �野向町コミュニティセンター
10月26日㈭ 平泉寺まちづくり会館
10月27日㈮ 猪野瀬こうみん館
10月30日㈪ 遅羽まちづくり会館
10月31日㈫ 北郷まちづくり会館
11月  2日㈭ 村岡まちづくり会館
11月  9日㈭ 鹿谷まちづくり会館
11月10日㈮ 教育会館
◆午後2時から開催する説明会
11月  9日㈭ 荒土まちづくり会館
11月10日㈮ �北谷町コミュニティセンター
問市民課 ☎88－8104

池ヶ原湿原ヨシ刈り活動

時10月21日㈯午前9時30分～ 11
時30分（午前９時受付開始）所

池ヶ原湿原駐車場集合内カマを使
たヨシ刈り、ハンノキの引き抜き
持汚れてもいい服装(長袖、長ズ
ボン）、帽子、軍手、雨合羽、飲
み物、タオル

※お子さまの参加可能
問福井県自然保護センター
　 ☎67－1655

空き家無料相談会

時10月21日㈯午前10時～午後4
時所勝山サンプラザ（正面出入口
横）内勝山市宅地建物取引業協議
会会員による無料相談、パネル展
示（勝山市空き家情報バンク登録
物件、住宅取得等の補助制度など）
問営繕課　☎88－8128

一般廃棄物収集運搬業務
委託説明会

時10月25日㈬午後2時～3時所教
育会館第５研修室締

10月20日㈮（要申
込）
申・問市民課
　　☎88－8104

勝山城博物館・勝山市連携
第九回共催展

勝山の近代引札

時12月10日㈰まで所勝山城博物
館費1,000円（小中高生は500円）

※�市内在住の方は、住所がわかる
物を提示で2割引

引札とは…広告のチラシあるいは
年末に配られるカレンダーのよう
なもので、今から百年程前に勝山
町内の商店が発行したものです
展示解説
時11月12日㈰・12月2日㈯午後2
時～（予約不要）
申・問勝山城博物館 ☎88－6200

「福井・勝山石がたり」
フェス2023

　日本遺産「福井・勝山石がたり」
として認定されている福井市、勝
山市の石の歴史や
文化を見て、学ん
で、体験できます。
勝山市で行われる
体験プログラム
◉石垣レリーフ体験
時11月18日㈯午後1時30分～ 3時
30分定15人（先着順）費2,500円/人
◉平泉寺スギの絵馬奉納
時11月19日㈰午前11時～午後3
時所おちゃのま民泊みっけ定15
人（先着順）費5,000円/人
◉苔テラリウム体験
時11月23日（木・祝）午後1時30
分～ 3時30分所白山亭定12人（先
着順）費5,000円/人
申・問㈱アド・ジャパン
　　 ☎0776－22－5820

詳細はこちら
※10月30日㈪
午前9時募集開始

申請資格や
委託期間など
詳細はこちら
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発行/福井県勝山市　編集/総務課
〒911−8501 勝山市元町1丁目1−1　TEL0779−88−1114　FAX0779−88−0222

〈URL〉https://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメール〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp

広告のお申し込みは総務課まで広告

・無料でお見積もりできます！
・安心のメーカー

※延長保証は一部対象外の商品もあります

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。広報 202３年 10 月号　広告案


